
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年12月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2024年12月30日～2026年1月16日）

0.95

▲3.19% ▲6.13%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202601_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

333.42 ▲0.57% ▲1.38%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

2.18 0.09 0.23 0.59

国内債券見通し

マーケットの動き（2026年1月13日～1月16日） 日本国債利回りの推移
（期間：2024年12月30日～2026年1月16日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
高市首相による衆議院解散観測を背景に財政拡張への懸念が強まり、債券は売られま
した。その後、地政学リスクの上昇や、立憲民主党と公明党による「中道改革連合」
結成の発表などを受け、買い戻される場面もありましたが、円安の進行に伴い日銀の
利上げ観測が高まったことで、金利は再び上昇に転じました。
クレジット市場は、一部に売りがみられたものの、堅調に推移しました。

情報提供資料
2026年1月19日

投資環境見通し（2026年1月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月16日

国内長期金利に対する上昇圧力は残る
日銀は12月の金融政策決定会合で利上げ再開を決定し、日銀総裁は今後も利上げ路線
を継続する姿勢を示しました。その後もなお、政策金利の到達水準を巡る思惑や財政
拡大政策を背景とした需給悪化懸念は残ることから、国内長期金利に対する上昇圧力
は残るとみています。ただし、今後の利上げ継続についてはすでに相当程度織り込ま
れたとみられることから、国内長期金利の上昇余地は限定的とみています。
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